
 

 

日本政府に核兵器禁止条約への署

名・批准を求める意見書決議 

６７５自治体 

(2024年 1月 26日現在） 

■大阪府（１０）：和泉市議会、泉佐野

市議会、摂津市議会、高石市議会、富

日
本
は
核
兵
器
廃
絶
の
先
頭
に  

い
ま
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略

や
イ
ス
ラ
エ
ル
の
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ガ
ザ

地
区
へ
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド 

な
ど
、
国

連
憲
章
の
平
和
の
理
念
が
踏
み
に
じ

ら
れ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
１
月
１
５

日
に
ア
フ
リ
カ
の
サ
ン
ト
メ
・
プ
リ
ン

シ
ペ
が
核
兵
器
禁
止
条
約
の
７
０
カ

国
目 

の
批
准
国
に
な
り
ま
し
た
。 

世
界
は
も
は
や
核
大
国
の
思
い
の

ま
ま
に
な
る
時
代
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。 

 

日
本
は
唯
一
、
戦
争
で
核
兵
器

に
よ
る
惨
劇
を
経
験
し
た
国
と
し

て
、
核
兵
器
禁
止
条
約
に
参
加
し
、 

国
民
の
安
全
と
平
和
を
守
る
べ
き
で

す
。 ビ

キ
ニ
デ
ー
・平
和
行
進
・世
界
大

会
、
毎
月
の
６
９
行
動
等
、 

「
日
本

政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約
の
署
名
・

批
准
を
求
め
る
署
名
」
を
あ
ら
ゆ
る

行
動
を
通
じ
て
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。 

 

発
効
３
周
年
天
王
寺
宣
伝
行
動⇩

 

 

 

                

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

大 

阪 

原 

水 

協 

は 

核 

兵 

器 

禁 

止 

条 

約 

が 

発 

効 

し 

て 

３ 

周 

年 

の 

前 

日 

、 

１ 

月 

２ 

１ 

日 

に 

天 

王 

寺 

キ 

ュ 

ー 

ズ 

モ 

ー 

ル 

前 

で 

宣 

伝 

・ 

署 

名 

ア 

ピ 

ー 

ル 

行 

動 

を 

行 

い 

ま 

し 

た 

。 

こ 

の 

行 

動 

に 

は 

大 

阪 

労 

連 

を 

は 

じ 

め 

と 

す 

る 

各 

団 

体 

と 

天 

王 

寺 

原 

水 

協 

な 

ど 

か 

ら 

２ 

５ 

名 

が 

参 

加 

し 

て 

ア 

ピ 

ー 

ル 

し 

ま 

し 

た 

。
ま 

た 

、
能 

登 

半 

島 

地 

震 

被 

災 

者 

支 

援 

の 

カ 

ン 

パ 

の 

訴 

え 

も 

行 

い 

ま 

し 

た 

。 

 

署 

名 

は 

２ 

１ 

筆 

、
能
登
支
援 

カ 

ン 

パ 

は 

２ 

２ 

７ 

５ 

円 

の 

協 

力 

が 

あ 

り 

ま 

し 

た 

。 

ス 

ピ 

ー 

チ 

の 

司 

会 

と 

主 

催 

者 

の 

訴 

え 

は
大 

阪 

原 

水 

協 

橋 

口 

事 

務 

局 

長 

が 

務 

め 

、 

北 

川 

大 

教 

組 

委 

員 

長 

、 

大 

阪 

民 

医 

連 

の 

中 

本 

さ 

ん 

、 

大 

阪 

自 

治 

労 

連 

の 

有 

田 

さ 

ん 

、 

新 

婦 

人 

大 

阪 

府 

本 

部 

の 

秋 

元 

さ 

ん 

、 

日 

本 

共 

産 

党 

の 

小 

川 

陽 

太 

さ 

ん 

と 

山 

本 

訓 

子 

さ 

ん 

の 

７ 

名 

が 

行 

い 

ま 

し 

た 

。 

各 

弁 

士 

か 

ら 

「 

核 

兵 

器 

禁 

止 

条 

約 

は 

核 

兵 

器 

に 

関 

す 

る 

あ 

ら 

ゆ 

る 

こ 

と 

が 

禁 

止 

さ 

れ 

た 

画 

期 

的 

な 

条 

約 

だ 

。
」「 

日 

本 

は 

核 

兵 

器 

禁 

止 

条 

約 

に 

参 

加 

し 

て 

い 

な 

い 

。 

す 

み 

や 

か 

に 

署 

名 

・ 

批 

准 

す 

る 

べ 

き 

」「 

日 

本 

が 

こ 

の 

条 

約 

を 

批 

准 

す 

れ 

ば 

核 

兵 

器 

は 

な 

く 

す 

こ 

と 

が 

で 

き 

る 

」「 

こ 

の 

３ 

年 

間 

で 

核 

禁 

条 

約 

は 

規 

範 

力 

が 

強 

化 

さ 

れ 

世 

界 

に 

変 

化 

を 

起 

こ 

し 

て 

い 
る 
。
」「 

第 

１ 

回 

、
第 

２ 

回 

締 

約 

国 

会 
議 
に 
も 

日 

本 

は 

参 

加 

し 

な 

か 

っ 

た 

。 

被 

爆 
者 
か 

ら 

批 

判 

さ 

れ 

て 

い 

る 

。
」

「 

戦 

争 

準 
備 

、
大 

軍 

拡 

で 

は 

な 

く 

核 

兵 

器 

禁 

止 
条 
約 

に 

日 

本 

は 

参 

加 

す 

べ 

き 

」 

と 

訴 

え 
ま 
し 

た 

。 

 

 

   

２０２４年 

２月号 

 

 

原水協通信 
（大阪版） 

国連NGO原水爆禁止日本協議会  

毎月１回６日発行 

〒113-8464 文京区湯島２－４－４  

(大阪原水協)〒542-0012 

大阪市中央区谷町 7-3-4 

新谷町第 3ビル 210号 

電話 06（6765）2552 

FAX 06（6765）2837 

☆ 核兵器禁止条約の署名・批准を求める 署名の到達   

２０２４年１月２２日の到達 １１５,968 筆  

大阪原水協は、毎月２２日を集約日としています。 

各団体・地域原水協・個人より報告をお願いします。 

報告は、FAX及びメール、署名の郵送等でお願いします。 

 

核兵器禁止条約発効 3周年天王寺宣伝行動を取り組みました！ 

２０２４年 ２月 ６日                                           第９６０号 

核兵器禁止条約に参加する日本を！ 

ストップ戦争！ ノー増税・大軍拡 



 

 

 

        

 

 

 

                       ２０２４年ビキニデー学習パンフ B５版１冊２２０円・ポスター８０円 

所定の申込用紙で大阪原水協迄申し込んで下さい。送料実費。２００冊以上は送料無料 

 

【お知らせ】  原水爆禁止大阪府協議会２０２４年度 第１回拡大団体・地域代表者会議  

日 時 ： ２０２４年 ２月２２日（木） １８：００～２０：００  場 所 : 大阪府社会福祉会館５０３号室 

 《講 演》 講師 川田 忠明さん 「すすみつつある核兵器禁止条約の今」 （仮題） 

                        欠席される場合は必ず大阪原水協迄ご連絡下さい。 

 

       

２
０
２
４
年
は
ビ
キ
ニ
水

爆
被
災
７
０
年
で
す
。
日
本

国
民
が
被
爆
者
と
と
も
に
訴

え
た
原
水
爆
禁
止
の
声
は
世

界
に
響
き
、
圧
倒
的
多
数
の

国
の
政
府
と
市
民
社
会
の
声

と
な
り
、
核
兵
器
禁
止
条
約

を
国
際
法
と
し
て
発
効
さ

せ
、
核
兵
器
の
使
用
や
威
嚇
、

実
験
な
ど
の
手
を
し
ば
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
問
題
は

ま
だ
解
決
し
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

１
１
月
末
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
国
連
本
部
で
開
催
さ
れ

た
第
２
回
締
約
国
会
議
は
、

核
兵
器
に
よ
る
使
用
と
威
嚇

を
厳
し
く
批
判
し
、
条
約
の

普
遍
化
に
む
け
て
新
た
な
前

進
を
開
始
し
ま
し
た
。 

核
兵
器
禁
止
条
約
は
い
ま

や
世
界
の
本
流
で
あ
り
、

禁
止
条
約
が
も
は
や
核
大

国
も
抑
え
る
こ
と
が
で
き

な
い
発
展
方
向
と
な
っ
て

い
ま
す
。
核
保
有
国
と
核

依
存
国
、
と
り
わ
け
被
爆

国
日
本
で
の
た
た
か
い
が

決
定
的
に
重
要
で
す
。 

３
・
１
ビ
キ
ニ
デ
ー
を
被

爆
国
の
日
本
政
府
が
、
核

兵
器
禁
止
条
約
に
参
加
し

核
兵
器
の
廃
絶
へ
世
界
を

リ
ー
ド
す
る
役
割
を
果
た

す
よ
う
、
行
動
の
出
発
点

に
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
！ 

積
極
的
な
地
域
・
職
場

で
の
学
習
パ
ン
フ
・
ポ
ス

タ
ー
・
チ
ラ
シ
の
活
用
、

普
及
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

ビキニ水爆被災７０年   

３・１ビキニデーに参加を 

いまから７０年前の１９５４年3月1日、アメリカは

中部太平洋ビキニ環礁で水爆実 験をおこないまし

た。広島に落とされた原爆の１０００倍という爆発に

より発生した「死の灰」は、日本の多くのマグロ漁船

の乗組員やマーシャル諸島の島民たちに深刻な放

射線被害を生み出しました。被ばくした漁船員たち

は救済されず、放置されたままです。広島、長崎に

つづく三度目の核兵器による被害は、日本国民の

なかに不安と怒りを引き起こし、「水爆実験即時中

止」「原水爆禁止」などを求める署名は、当時の日

本の有権者の過半数を超え、広島での第１回原水

爆禁止世界大会の開催につながりました。 

 ３月１日は、人類と核兵器とのたたかいの「出発

の日」です。静岡でおこなわれる ３・１ビキニデーに

ぜひご参加ください。 

 

 
 

2024年 1月 22日は、核兵器禁止条約発効から

3周年で、大阪府内各地域でも宣伝行動が取り組ま

れました。この 3年間でその規範力が強化され、世

界に変化を起こしています。 

今年1月15日アフリカ西部の島国サントメ･プリン

シペ民主共和国が禁止条約に批准し、93カ国が調

印（署名）、批准は 70カ国となりました。禁止条約の

第２回締約国会議には、59カ国の締約国と市民社

会の代表122団体700人、アメリカの戦術核が配備

されているドイツ・ベルギーなども含めて 35カ国が

「オブザーバー」参加しました。 

もはや核大国も禁止条約の流れを無視することも

抑えることもできません。昨年 11月、ロシアも含め

た主要 20カ国首脳会議（Ｇ20サミット）は、「核兵器

の使用又はその威嚇は許されない」とする共同宣言

を採択しました。ますます、日本政府の無責任な態

度が世界の注目の的となっています。 

 

 

 


